
 

 

 

 

 

 

 

実施主体 びわこ学院大学教育福祉学部子ども学科榎本ゼミ 

実施内容 足がたを用いたオリジナルエコバッグづくりなど 

➀事前に取り組んだ内容 

オレンジリボン憲章の「２．私たちは、家族の子育てを支援します。」、

「４．私たちは地域の連帯を拡げます。」に着目し、学生が地域のためにで

きるオレンジリボン運動を考えることとした。そこでまず、日本の児童虐

待や子育ての現状について学んだ。 

また、大学の所在する滋賀県東近江市で児童虐待対応にあたっているこ

ども相談支援課と連携し、東近江市の児童虐待の現状について話をしても

らった。オレンジリボン運動は「児童虐待防止」の意味があるが、地域の

学生が地域の子育てに関心をもち、支えたいという気持ちをもっているこ

とを伝えることで間接的に児童虐待防止の一助となることを目指す。 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 
①子どもの足がたを用いたオリジナルエコバッグの作成イベント（計 3か所） 

・オレンジリボンマーク、SDGsマーク、BIWAKO GAKUIN UNIVERSITYの文字の

入ったＡ４サイズの布製トートバッグをデザインし、足型が押せるようにした。 

・エコバッグ作成イベント当日は、SDGs「３すべての人に健康と福祉を」、「１１住み

続けられるまちづくりを」、「１６平和と公正をすべての人に」に対応した色、グリー

ン、オレンジ、ブルーのインクを用意し、この中から子どもたちの選んだ色を使ってエ

コバッグに子どもたちの足形（もしくは手形）を押して完成させた。 

・イベント時に質問紙調査をおこなった。調査項目は、①オレンジリボンを知っている

か、②SDGsを知っているか、③主な子育ての担い手と夫婦等の役割分担について、④

ストレスについて、⑤活動の感想から成り、今後のオレンジリボン運動や学習に役立て

ることができるようにした。 

②オレンジリボンかるたの作成とかるた遊びイベントの実施 

 東近江市の小学 4年生の人権標語と大学生の考えた標語で読み札をつくり、学内有志

が絵札の絵を書いて、オリジナルの「オレンジリボンかるた」を作成した。 

・また、「ようかいち太子マルシェ」にて子どもたちとこのかるたを使って遊ぶイベント

をした。 

③オレンジリボン運動啓発用 Instagramの運営 

・日常にあふれるオレンジ色の画像と一緒に「♯（ハッシュタグ）オレンジリボン運

動」などをつけて継続的に公開し、年間を通して啓発活動を実施している。 

・2021年 12月２０日現在 24８の画像を公開し、161（昨年度は 112）人のフォ

ロワーがいる。Instagramはゼミの学生と教員が協同で管理し、活動写真やオレンジ色

の画像 UPしている。 
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びわこ学院大学榎本ゼミのインスタグラム 

ぜひフォローをお願いします！！ 

 今年度は、先輩たちから受け継い

だ、エコバッグ作成イベント、

Instagramの運営に加えて、オレン

ジリボンかるたを作成しました。 

 また、大学のある東近江市で児童

虐待対応にあたっておられるこども

相談支援課の方から直接、市の児

童虐待の問題について聞くことで、

よりこの問題に対する意識が高まり

ました。 

 今年度はエコバッグ作成イベント

3回、かるたで遊ぶイベント 1回を

実施し、11月と 12月は本当に大

変でした。しかし、この活動を通し

て、子どもだけでなく、子育てをして

いる保護者の方と直接接することが

できたことは貴重な経験となりまし

た。  

また、この活動で学長奨励賞を受

賞したことや、今年度新聞に 4度

活動内容が掲載されるなど、私たち

が楽しんでオレンジリボン運動をして

いることを知ってもらう機会が多か

ったことで、ゼミ生以外でも積極的

に活動を手伝ってくれるオレンジリボ

ン運動サポーターの輪が広がりまし

た。 

活動の準備をしたり、かるたを作

りながら友人や先生方と自然に子

育てや虐待について話し合う機会

にもなっています。 

 オレンジリボン運動は地域の子育

て世代のために実施していますが、

私たち大学生にとっても 

活動を通して得るものがとても多か

ったです。 

【びわこ学院大学】 https://www.biwakogakuin.ac.jp 


